仙台市の土壌中における好角質性真菌について -特にKeratinomyces ajelloi, Microsporum gypseumおよびその完全形について- by 藤山 忠昭
仙台市の土壌中における好角質性真菌について -特
にKeratinomyces ajelloi, Microsporum gypseumお
よびその完全形について-
著者 藤山 忠昭
号 661
発行年 1971
URL http://hdl.handle.net/10097/18907
ヒ
ラ
 
 5
ち
』
童
セ
蛇
皮
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
 '学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
ふじやまただあき
 藤山忠昭(山形県)
医学博士
 医第6・61号
 昭和46年2月19日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和39年3'月
岩手医科大学卒業
 仙台市の土壌中にかける好角質性真菌につい
て
 一特にKeratiロ。狐ycesajelloi,Micro-
 sporumgypseumおよびその完全形について一
 (主査)
論文審査委員教授清寺 真教授
教授
 石'田
山根
名香雄
績
論文内容要旨
 白癬菌が如何なる感染経路をへて人体に寄生し,その結果白癬をひき起すかという問題は,現在
 なお未解決な点が多い。尤も従来までは,例えばMicr・sp・r巳mcanisによる白癬の如く,
 犬や猫の白癬病巣に人が直接接触することによって感染するという説や,汗疱状白癬の如く,共同
 浴場とか靴などを介して,間接的に感染するという説が信じられている。しかるに,近年土壌に棲
 息する病原性真菌に関心が払われ,白癬の感染源として土壌が推定される事例も知られるようにな
 ってき編そこで,著者は仙台市の種々の場所より白癬菌の分離を試みたところ,確実に白癬菌を
 土壌に証明することができ,加うるにその菌の完全形をも分離しえ,それによって本邦産の白癬菌
 について分類学上の新知見をうることができた。白癬菌の分離方法としては,その好角質性という
 特殊な性状を利用し,毛を餌として白癬菌を釣る方法をとった。土壌標本は仙台市の各所,すなわ
 ち市街地,非市街地および八木山動物公園など計84ヶ所について,その表面から移殖鎭で少量の
 土壌を採取し・庫ちに本実験を励よつ鵡すなわち・この土壌標本を滅菌シャーレに半分違いれ・これに滅菌
 蒸溜水を5～10翅注いで適当に湿らせ,この上に予め高圧釜で滅菌した人頭髪および馬尾毛を
 20～30本置き,25℃に培養した。以後継時的に毛および土壌表面の状態を約3ケ月間観察し
 た。この期間中に菌苔の発生をみないものを陰性としたが,一方陽性の場合には,培養開始後7～
 10日目頃より菌糸が毛断端や毛周囲に蜘蛛の巣状,あるいは綿毛状に附着し始め,徐々に発育す
 る。かくて約3週間前後で粉末状,石膏様あるいは綿毛様の歯苔で毛がおおわれるに至つ編さら
 に完全形を生じる株においては,培養後2週間目頃より,毛に沿って発育した菌糸間に粟粒大程度
 の白色小粒子が生じる。これが完全形,すなわち閉鎖子嚢果である。その後の菌学的検索にあたっ
 ては,通常のラクトフェノールgコットン青染色標本の鏡検やサブロー寒天培地,サイクロヘキシ
 マイド(0.59/召),クロラムフエニコール(100㎎ノ召)添加のサブロー分離培地および載
 せガラス寒天培養などを行なった。84ケ所の土壌錬本のう'ら,67ケ所(80%)において菌陽
 性であり,17ケ所(20%).においては菌陰性であった。分離別頻度は動物公園において採取箇
 所22ヶ所のうち,菌陽性21ケ所(96%)で最も多く,次いで市街地の48ケ所中菌陽性38
 ケ所(79%),最低は非市街地において14ケ所中菌陽性8ケ所(57%)の順で,動物の居住
 地や人あるいは動物の出入りの頻繁な場所で分離頻度が高率であることがわかった。さらに分離同
 定し得た好角質性真菌は合計6種84株であった。すなわち,Kerati皿・mycesajell・i
 22株,うち完全形としてAIthr・der皿auncinatumを2株,Microspo∫um
 gypseum19株gうち完全形としてNan・izziagypseaを3株,Nannizzia
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 i皿curvataを1株計4株,Chrys。sp・・iumtr。picロm19株,Chrys。spgrium
 stateofArthr・dermatuberculatum7株,うち完全形1株,Chrys。sporium
 kerat圭nophilum7株・Pe・ic111i皿msp.10株を分離し得た。さらにgこれらの好
 .角質性真菌の角質分解能を直接観察するため・invltr・halrcultureを行なつ偏す
 なわち,滅菌シャーレの中にz字形ガラス'棒を置き,その上に板ガラスをのせ,この上にサブロー
 培地をうすく附着させる。次に菌苔を培地の中央部に線状に接種し,この上に滅菌毛髪を菌苔接種
 線に対して直角に数本配列して,カバーガラスでおおいg25cに培養して経過を観察した。その
 結果,KeratinomycesajellolMicrosporumgypseum,Ch.rysosporium
 sta飴・fArthr。dermatuberculatumの各菌種は,毛髪皮質表層に紡錘形の穿孔
 器が毛髪の長軸に対して直角に生じて,くさび型の穿孔を起し,著明な角質分解能を示した。'一方,
 Pe且icllHum'sp.をのぞく残りの菌種は毛表皮が虫喰い状に侵触され,接触消化型を示し
 た。
 皮膚病原性をしらべるために,モルモットの表皮に各菌種を接種したところ,Micr・sp・rum
 gypseumは強い炎症性紅斑を生じ,白癬性皮膚病変を示した。そしてこれは人体白癬からえた
 菌を用いた場合と全く同様な症状と経過を示した。特に注意をひいたのは,すでに述べたように完
 全形の発生をみたことであった。完全形とは無性生殖を営む不完全形に対比して,有性生殖を営む
 菌体のことをいい,有性生殖器官を形成して有性胞子を生じるものである。しかるに皮膚糸状菌は
 一般に不完全形しか知られていず,分類上,不完全菌類に編入されている。すなわち,系統的にg
 換言すれば有性生殖法を基準にして分類されている真菌類から離れた別の位置に,不完全菌として
 分類されて》るのである。著者は3菌種において完全形を分離し得たが,Keratin・myces
 alelldの完全形すなわちArthr。dermauncinatu皿をま本邦においては未だ報告をみず,
 本邦の第一例としてこれを報告し偏すなわち,この菌種は本邦においても有性生殖を営むという
 ことが確証された。Micr。P・ru皿gypse巳mの完全形としては,Nanロizziagypsea,
 Na皿nizziai皿cuτvataの2種が知られている。本菌種の完全形は本邦においても東京地
 方,九州地方で観察されているが,いずれも記載が不明瞭でいかなる菌種か不明である。しかる
 に著者の例は明らかにMicr・sp。rumgypseumの完全形に相違ないので,本邦においても
 Micr・sp・rumgypseumに2種の完全形が存することを明らかに実証しえた。このことに
 よってまた白癬菌の一部は有性生殖を営む子嚢菌類に属するということが確証されたわけである。
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 審査結果の要旨
 皮膚科領域に於て白癬症,特に表在性白癬症は比較的ありふれた疾患である。然るにその感染経
 路は未だ定かでない。近年地表の土壌からの感染という事が注目されてきている。藤山の実験はか
 玉る観点より,仙台市の84ケ所より土壌を採取し,これより毛髪釣上法を用い白癬菌の分離を行
 なったものである。その結果67ケ所(80%)において菌陽性の結果を得た。又その分離頻度は
 動物園において最も高く(96%),市街地(79%)が次ぎ,非市街地(57%)では最も低か
 った。この事から白癬菌は人を含めて動物の出入の多い場所で分離される頻度の高い事がわかった:
 次に分離同定し得た好角質性真菌は6株:Keratin・mycesajell。i,Micr。sp・一
 rumgypseum,Chrysoporiumtropicum,Chrysosporiumsしateof
 Arthrodermatuberculatum,Chfysosporiumkeratinoph涯um,Pen-
 icilUumspであった。この中ヒト皮膚糸状菌と知られるものはM.gypseumであり84
 株中19株分離されており,土撰よりの感染の可能性が示唆された。
 又従来これらの白癬薯は無性生殖のみを営むものと考えられ不完全菌類に分類されている。処が
 本分離菌中には閉鎖子嚢果即ち有性生殖器官の形成を示すものが発見された。これはそれらが有性
 生殖をも営む事を示すものである。なかでもKeratin・mycesaje}lolの完全型:Arth・
 r・dermauncinatumが同定された事は本邦第一例であり,本邦に於ても本菌が有性生殖を
 営む事が判明された。又これまで記載が不明瞭であったM.gypseumの完全形:Nannizzia
 gypsea,Nannizziaiuc性rvataの2種の存在が証明された。このことは皮膚糸状菌の
 一部は有性生殖を営む子嚢菌類に霧するという事が確証されたわけである。
 本実験は本邦における真菌の土壌中棲息状況を知る上で甚だ重要なものであり,仙台市において
 は初めて行なわれたものである。又本分離菌にKeratinomycesaje11・iの完全形,M.
 gypseumに2形の完全形を分離同定した事は真菌学の分類学上新知見を加えたものであり,学
 位授与に値するものと判定した。
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